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・ 平成 24年 4月 25日 付けで提出のありました「本県に高レベル放射性物質を持ち込まな

いこと・また本県を高レベル放射性廃棄物の最終処分場にしないための質問書」について、

別紙のとおり回答いたします。



(別紙 )

質問事項 回答

1 超伝導加速器 による未 臨界炉

(ADSR)と は具体的にどのよう

な研究ですか。

原子炉の放射性廃棄物は、そのままでは数万年

から数十万年の間、放射能を出し続けます。

ADSR   ( Accelerator  Driven  Subcritical

か そ く き くどうみ りんかい ろ

Reactor:加 速器駆動未臨界炉)は、その期間を百

年か ら数百年と、 1/100程度に縮めるための研究

を行 う原子炉の一種です。

技術的にはt中性子を廃棄物に吸収させて元素

変換を行いますが、その中性子の発生を加速器を

用いて行 うものを加速器駆動型と言い、加速器で

加速 した陽子線をターゲッ トに照射 して核破砕反

応を起 こし、それによって生成された中性子を臨

界量に達 しない核燃料を装荷 した原子炉に照射す

ることにより核分裂反応を起 こし、エネルギーを

得ます。

中性子発生用に用いる部分の加速器技術という

観点では、ILC計画や他の加速器研究と共通の土

台を有 しますが、ILCが宇宙・素粒子の研究であ

るのに対 し、ADSRは原子炉の廃棄物の放射能半減

期の短縮が目的であり、研究機関や研究分野は異

な ります。
０

乙 放射性廃棄物処理研究とは具体

的に何をどのように研究するの

ですか。

ADSRは、長寿命放射線核種を安定核種又は短寿

命核種に核変換することを目的に研究が進められ

ており、それを指して「放射性廃棄物処理研究」

と記述したものです。
９
０ ・超伝導加速器による未臨界炉

(ADSR)、 ・放射性廃棄物処理研

究、この 2つの研究項目はいつ、

どのような意図・経緯で計画に

組み込まれたのですか。

「TOHOKU国 際科学技術研究特区」構想の中で加

速器活用の可能性のある研究分野の一つとして記

述したものです。

二つの研究は、本県が誘致を進めている ILCに

よる素粒子物理研究とは関係がなく′、研究施設の

誘致も目指しているものではありません。



4 ILC建設後運用は 20年と記載さ

れています。この運用期間が終

了した場合、その地下空洞の活

用計画はどうなっていますか。

ILC運用終了後の地下空洞の活用計画は、現時

点では未定とされています。

Ｅ

Ｊ ILCへ放射性廃棄物を持ち込ま

ないこと。ILC運用終了後地下跡

地やさらに深部を最終処分場に

転用しないこと。この 2点 につ

いて国・事業主体と文書確約を

するつもりはあ りませんか。

「ない」場合はその理由をお答
'え くでき

.汎・t''‐・ヾ  ■`」

:核
廃棄物の最終処分場に転用する考えはありま

せん。

現時点では ILC計画の事業主体が未定ですが、

「文書確約」等についても、例えば「立地協定」

などを結ぶ際には、要望の趣旨が十分反映される

よう検討したいと考えています。


